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		低フリクションハブベアリングIII　［ ＮＴＮ株式会社 ］



回転フリクションを62%低減する「低フリクションハブベアリングIII」を開発

走行時の回転フリクションを62%低減、車両燃費を約0.53%向上*1



NTN株式会社(以下、NTN)は、回転フリクションを従来品比で62%低減した「低フリクションハブベアリングIII」を開発しました。

近年、グローバルで自動車の燃費向上やCO2排出規制の強化が進み、車両走行時の消費エネルギーの削減がますます重要になっています。燃費や電費の効率をより高めるため、タイヤの回転を支えるハブベアリングには基本性能である寿命や強度を満たした上で、さらなる回転フリクション(摩擦)の低減が求められています。

NTNは、これまで長年にわたり、ハブベアリングの軽量化や長寿命化、高効率化などを追求し、研究・開発を重ねてまいりました。ベアリングと周辺部品とのユニット化(GEN1～GEN3)を進め、小型・軽量化による低燃費化や組付性の向上に貢献してきたほか、材料やグリース、シールなどの改良を重ねることで、長寿命化と低フリクション化を実現した商品を市場展開し、現在ではハブベアリングで世界シェアトップを誇っています。

NTNは、本開発品を、グローバルに提案・市場展開し、自動車の低燃費化ならびに環境性能の向上に貢献してまいります。



*1) 当社計算に基づいて算出。0.53%燃費向上により、一度の給油で4.5～5.5km走行距離が増加 (1,200～1,500cc:ガソリン車のカタログ値をベースに算出した場合)

*2) 2017年10月24日:プレスリリース「低フリクションハブベアリングII」を開発

https://www.ntn.co.jp/japan/news/new_products/news201700101.html 

*3) 車両輸送時など微振動に伴い摩耗が発生する現象



【フリクション変遷】

[image: ]





		【特徴】ベアリングのCO2排出削減貢献量の事例紹介



ハブベアリングの回転フリクションを62%低減(従来品比)

		１

		低フリクショングリースの開発・適用:配合成分と粘度を更に改良



		２

		予圧の最適化



		３

		ラビリンス付きシール構造の適用:「低フリクションハブベアリングII」から適用







【商品写真】　　　　　　　　　　　【適用部位】

[image: ][image: ]
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【構造】







































以上







image3.png







image4.png

Low friction grease

212 5 419

Base oi viscosity is lower

M5 LSHB B

Thickener improvement

CRMAIREL

Rovised additive contents

WEHEET)S LAV ER

Reduce bearing rotational friction

O aVI—L
Low friction seal

[79585—11 (43—
Outer seal Inner seal

~SEUDRME

Labyrinth structure

— TR EEL
et sontant sptnization
SEYYR s omiC e
Labyrinth / Application of seal grease
L 4 ke 3.

Supportinglip Slinger






image1.png

Uoavk







image2.png








4. ERFRG - Y—EXFICKSMMBHATORER (B4H2)

N7 Y 2T 0002 BB EIRKEDEHIBN

a4 it T ihsz 7 = V=S o N <L

(1851 4 pi gl RSz OB K0 R B 02 HEHI A 0. 29%Hj]

IR R Z DY & D HIER ORI R BEEB 25 X = L,
RE IS, RFENRMEE 25 Z EBNALSRB#SNTHET,
HENHL, (LABERE VD NEMERIC oD . N7 )y R
EV, FCV~RHIZY 7 hLo2H Y £,
INBDOEBRRY AT MIBNTH, RESLCEHDNRE S5
EMHHZ LT, NACHIOEHERI v a T,

NACH I AT, ABEOREEE HEh (M1~3) L LT,
BERDOHT N AHEZIZH L, 40~80%D7 V7 v a v KBS
o, 54 R 2B L E L (K4),

PERDOH TN AT L. FEHE - —EIED 7= O HL)
Bo T, HEHEORRE I = v NENZEREO L - BA T - B A
BEOHICERRL £7,

Fo, 4 REERERSZ ORE L LT, HAIRE Bl I S E
WitESCRFEMTHDH Z LITZ, NACH 1 ORFR & O A G E

WX VBB = hDRE - 2287 MEICEBRT 5 Z EAFHETY,

[#iE] (i L]
28 FH AR A5

2. dlisHgis

3.

(5] 4 S EEZ D7 U 7 > 3 UHRER L OV C02 HEH SRR ]

2
1000 min? r -

NE 0.29%HlliRE
2 /180%
A1
= ! l
ﬁ III

0.5

) [ |

(R FEsn )

4b CO2 HllekHEE B (At HE 7 fiE)

Mda 7V 7a L s

AN/
http://www. nachi—fujikoshi. co. jp/ir/pdf/2019_report. pdf

R BELER—F2019 P15 2HELIFEWN

11



		　　　複列４点接触玉軸受　　　［　株式会社不二越　］



 ［複列４点接触玉軸受の採用により使用段階のCO2排出量を0.29%削減］

　　

温室効果ガスの排出による地球の温暖化は気候変動を引き起こし、

　　大きな社会的、経済的な問題となることが広く認識されています。

　　　自動車は、化石燃料を用いる内燃機関にかわり、ハイブリッドや

ＥＶ，ＦＣＶへ急速にシフトしつつあります。

　　　これらの高効率なシステムにおいても、燃費や電費効率をさらに

高めることは、ＮＡＣＨＩの重要なミッションです。

    　ＮＡＣＨＩ不二越では、自動車の駆動装置用軸受（図１～３）として、

従来の円すいころ軸受に対し、４０～８０％のフリクションを低減させ

得る、複列４点接触玉軸受を開発しました（図４）。 

従来の円すいころ軸受に対し、非分離・一体構造のため取り扱いが

容易で、自動車の駆動ユニット組立設備の簡略化・専有面積・電力使用

量の削減に貢献します。

　また、４点接触玉軸受の特性として、単列深溝玉軸受に比べ高い

剛性や長寿命であることに加え、ＮＡＣＨＩの特殊鋼との組み合わせ

により駆動ユニットの軽量・コンパクト化に貢献することが可能です。                                                                          





		ベアリングのCO2排出削減貢献量の事例紹介





【商品写真】　　　　　　　【構造】　　　　【適用部位】

[image: ][image: ]適用部位例











　図１．商品写真　　　　図２．軸受構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図３．適用事例



【複列４点接触玉軸受のフリクション性能およびCO2排出削減効果】

[image: ][image: ]

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

    

    

    

    

    

図４aフリクション比較例　　図４b CO2削減推定量(弊社推定値)



リンク

　　http://www.nachi-fujikoshi.co.jp/ir/pdf/2019_report.pdf

　　不二越　環境レポート2019  P.15を参照ください   
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		次世代超低トルク円すいころ軸受 LFT-Ⅳ［　株式会社ジェイテクト　］

No.1の低トルク性能でさらなるクルマのCO2排出削減に貢献

＜はじめに＞

地球温暖化への対策としてクルマには、さらなる低燃費化が求められています。

クルマのトランスミッションやデファレンシャルなどの駆動系ユニットでは、多くの円すいころ軸受が潤滑油の中で使われます。ジェイテクトは、大幅にトルク損失を低減した円すいころ軸受LFT®-Ⅳにて、さらなるクルマのCO2排出削減に貢献しています。

＜特長＞

軸受内部への潤滑油量の流入を抑制して潤滑油のかくはん抵抗を低減することで、大幅にトルク損失を低減しました。

図2 開発品(外観)

デファレンシャル

トランスミッション

図3 適用箇所

図1 LFT－Ⅳの構造

特長

・設計自由度の高い樹脂保持器

を採用

・保持器小端面形状変更による

軸受内部への潤滑油流入抑制



		（1）開発の着目点ベアリングのCO2排出削減貢献量の事例紹介



トルク損失要因の大きな寄与率を占める潤滑油のかくはん損失に着目(図4および5)。

軸受内部への潤滑油の流入抑制にて、かくはん抵抗のトルク損失の低減を狙いました。

③内輪大つばーころ端面間のしゅう動抵抗

②潤滑油のかくはん損失

①転がり粘性抵抗

抗

図5 円すいころ軸受の損失発生要因と寄与率

図4 円すいころ軸受のトルク要因

潤滑油の流れ

③内輪大つばーころ端面間

しゅう動抵抗

①転がり粘性抵抗

②潤滑油のかくはん損失















（2）保持器小端面の形状設計図6 潤滑油の流体解析

速い

遅い

潤滑油速度

外輪

保持器

流速大→

低圧発生



潤滑油の流体解析を活用し、流入を抑制

する保持器の形状を設計しています。

潤滑油の流入口に低圧が発生して、軸受

内部への潤滑油の流入を抑制します（図6）。



（3）トルク損失低減の効果確認（実機デファレンシャルを模擬した試験）

		











[image: ]

期待されるクルマの燃費効果：約2.5％向上
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		　「高効率モータ用軸受」-軸受の損失を6割低減-

［日本精工株式会社］

～世界の電力消費の4割を占める産業機械向けモータの省エネを実現～



(1) 開発の背景

[image: ]世界的な環境保護意識の高まりに伴い、あらゆる産業分野でCO2の削減や消費電力の低減が進められています。

特に、産業機械に使用されるモータは、主にポンプ、送風機、圧縮機など様々な機械を駆動しており、世界の消費電力量の4割以上を占めていると言われています。

このため、世界中の国々で産業機械向けモータの効率向上を義務付ける規制が導入されています。

[image: ]軸受による損失は、モータ消費電力の1%程度と少ないものの、その波及効果が大きいことから、更なる損失低減が期待されています。この社会的な期待に応えるべく、ＮＳＫは製品開発を進めました。



(2) 製品の特長

1. 損失の低減
ＮＳＫ開発の専用グリースを使用し、その量を最適化することにより、回転時のグリースの攪拌抵抗を減らし、損失を6割低減しました。また、プラスチック保持器の採用により、更なる損失の低減が可能です(最大8割低減)。

2. 寿命の延長
ＮＳＫ開発の専用グリースにより、従来品に比べ回転時の軸受内部の摩耗が抑えられることから、寿命の延長(2.7倍以上)を可能にしました

		

(3) 製品の用途と構造

[image: ]





















(4) 製品の効果

[image: ]





















(5) リンク先

https://www.nsk.com/jp/company/news/2018/0925a.html







ベアリングのCO2排出削減貢献量の事例紹介
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		革新的技術・サービス

		導入時期

		削減見込量



		走行中の車両に搭載されたｲﾝﾎｲｰﾙﾓｰﾀに、道路から直接非接触で給電するために『ｵﾌｾｯﾄ軸減速機内蔵ﾊﾌﾞ軸受ﾕﾆｯﾄ』開発。これにより車両の駆動に必要な減速比を確保しつつ、ｲﾝﾎｲｰﾙﾓｰﾀ全体の小型化を実現した。また従来型の遊星歯車を内蔵した方式に比較して、部品点数を大幅に削減し、実用性を高めた。（日本精工㈱）

		ﾃｽﾄｺｰｽでの実験車の走行試験に成功。東京大学、東洋電機製造らとの共同研究。

2019年度には新たにｲﾝﾎｲｰﾙﾓｰﾀを小型化し、また実験車両の新規製作に着手。2019年度中の稼動を目指している。

		2025年：1.2万t-CO2

2030年：6.0万t-CO2

2035年：22万t-CO2
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